
受賞者 一般社団法人建設コンサルタンツ協会関東支部　様
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施工箇所

工事概要

災害等の
内容

評価

　令和元年10月12日に関東地方を通過した台風第19号（令和元年東日本台風）では、本
県において初となる「大雨特別警報」が発表され、県内各所で同時多発的に土砂災害や
水害、道路寸断などが発生し、激甚災害として指定された。
　建設コンサルタンツ協会関東支部は、災害協定に基づいた土木事務所からの支援要請
を受け、速やかに協会員と調整を図り、短い期間の中、数多くの業務件数を協会員が一
致団結して対応し、公共土木施設の復旧に大きく貢献した。

神奈川県災害復旧等に係る功績者表彰

【団体】

国道138号（仙石原）、一級河川串川　ほか

災害協定に基づく活動　19件
道路関係　道路崩落箇所における設計業務等　２件
　国道138号(仙石原）、県道78号（矢倉沢）
河川関係　護岸破損箇所における設計業務等　４件
　串川（鳥屋ほか）、道志川(青山）、酒匂川(山北）ほか
砂防関係　護岸破損箇所における設計業務等　13件
　狩川(苅野）、早川（堂ヶ島堰堤ほか）ほか

令和元年10月12日～13日の台風第19号の豪雨に伴う道路隣接斜面の崩落や河川・砂防の
護岸崩落など、県土整備局管理公共土木施設被害　289か所


